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フルートリサイタル

〈プログラム〉

ピアノ 清水 真弓

第193回は清水信貴氏をお迎えしてフルートリサイタルを行いました。桐朋学園大学音楽
学部、ジュリアード音楽院で研鑚を積まれ、ソリスト、室内楽、マスタークラス、コンクール
審査、後進の指導など多岐にわたり活動されています。
本日は1800年代生まれのゴダール、ドップラー、1900年代のコリリアーノ、リーバーマン

という４人の作曲家の作品が演奏されました。愛らしく明るい、ミステリアス、東洋的な
イメージ・・・など それぞれ雰囲気の異なる曲の中で、フルートは力強い響きや優しい
音色を奏で、心に沁みる感動的な演奏でした。興味深く楽しい解説と共に、フルートとい
う楽器の魅力を十分に堪能したコンサートでした。

ベンジャミン・ゴダール （1849～1895）
フルートとピアノのための組曲 Op. 116
1. Allegro
2. Idylke（牧歌）
3. Valse

ジョン・コリリアーノ （1938～ ）
航海 Voyage

ロウエル・リーバーマン （1961～ ）
フルートとピアノのためのソナタ Op. 23
Lento con rubato
Presto energico

フランツ・ドップラー （1821～1883）
ハンガリー田園幻想曲

・優雅で繊細なフルートの音色に夢心地の気持ちになりました。
ピアノの華麗な伴奏が一層フルートの音色を引き立て、素晴らしい
ハーモニーを満喫しました。

・リーバーマン、初めて聴きました。面白い曲だと思いました。特に
ピアニシモでのロングトーンは素晴らしく、大変な曲だと言われて
いたのが良く分かりました。

・ジョン・コリリアーノの「航海」は物語ってくださっているようで
とても心地良かったです。ハンガリー田園幻想曲は大好きな曲の一
つでとても胸に染み入りました。

・深遠かつ闊達（かったつ）なフルートの音楽にひたりました。お話
も上手く楽しかったです。


